
2011年 12月 11日 

自然観察会「四季の森公園のシダ」 

四季の森公園里山研究会 上野、北村、武本、他 

 

古生代シルル紀（4億1千万年前頃）、地球の周りにオゾン層ができ、地上に降り注ぐ紫外線が

遮られ、生物が生存できるようになりました。水中生活をしていた植物の祖先は陸上生活に適応し、

二酸化炭素の濃度が高く温室効果で高温多湿な環境の中で、シダが出現したと考えられています。 

シダは日陰に多く、夏の間は他の植物の葉陰に隠れてあまり目立ちません。しかし、多くの植物

が姿を消す冬は、シダが目立って観察しやすい季節です。今日は、形や名前だけでなく、冬のシダ

の様子を観察し、シダに親しみましょう。そして古生代の環境とシダの様子を想像してみましょう。 

シダの特徴  種子植物、シダ、コケの違い 

・花が咲かない 

・維管束がある 

・胞子で繁殖する 

・配偶体と胞子体2つの世代がある 

 種子植物 シダ コケ 

 種子をつくる 種子をつくらない 

 根や維管束がある 根や維管束がない 

 乾燥に強い 乾燥を嫌う 

 

★シダ植物は、世界に約1万種、日本には700～800種あるといわれています。 

★シダを見分けるポイントは、 

 葉の形（単葉、羽状複葉）、ソーラス（胞子のう群）の形･色、包膜の有無･形、鱗片、根茎など 

★シダには、一年中見られるもの、冬に枯れてしまうもの、冬に見られるものがあります。 

    

イワガネソウ（常緑性）   ゼンマイ（夏緑性）      ミゾシダ（夏緑性）  オオハナワラビ（冬緑性） 

★シダの名前には、いろんな動物が登場します。 

イヌワラビ、イヌシダ、トラノオシダ、クマワラビ、カニクサ、ヤマイタチシダ、ゲジゲジシダ･･･ 

★シダ植物が繁栄しているかどうかは、豊かな森かどうかのバロメーターとなります。 

Q 次のシダの名前は？ このうち、冬になると枯れるのはどれでしょう？ 

1        2             3             4             5            

                

※ 次回は、2012年 1月8日（日）：テーマは「冬の雑木林」です。来年も是非ご参加ください。良いお年を！ 

答え：１．ベニシダ ２．イヌワラビ 3．イノデ 4．ゲジゲジシダ 5．カニクサ （   ：冬に枯れるシダ） 


